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１ 献血事業 

（１）入間市献血推進協議会 

 ア 目的 

    献血思想の普及及び献血者の組織化を図り、安全な血液の確保及び供給をすること

を目的とする。 

 イ 根拠・関連法令 

    安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 

 ウ 対象 

    １６歳～６９歳※の健康な方 

※65 歳～69 歳の方の献血については、60～64 歳の間に献血経験がある方に限る。 

    ２００ｍｌ献血（１６歳～６９歳で体重が男性４５ｋｇ、女性４０ｋｇ以上の方） 

    ４００ｍｌ献血（男１７歳～６９歳、女１８～６９歳で体重が男女とも５０ｋｇ以

上の方） 

 エ 対応者 

    関係団体・・入間市献血推進協議会、各献血協力団体、埼玉県赤十字血液センター 

 オ 内容  

（ア）献血に対する正しい知識の啓発及び献血思想の普及 

（イ）献血組織の育成及び献血協力団体との連携 

（ウ）献血の年間計画と推進 

 カ 実績                              単位：人 

 区分 

年度 

実施回数

（回） 
受付者数 ２００ｍｌ ４００ｍｌ 採血者数 

Ｒ６ ６９ ２，４８４ １０４ ２，０９８ ２，２０２ 

Ｒ５ ７１ ２，４５７ １３２ ２，０４７ ２，１７９ 

対比 △２ ２７ △２８ ５１ ２３ 

 キ 事業の経過 

    昭和４４年３月３１日に入間市献血推進協議会を設立 

献血推進協議会の設立以前も市民による自主的な献血活動は行われていたが、献血推

進協議会の設立により、連合区長会、商工会、母子愛育会、赤十字奉仕団など多くの

団体の協力の下、各地区での献血や協力団体による献血など、組織的に取組んでいる。 

 ク まとめ 

    血液は人工的に製造することができず、また、長期保存が不可能なため、献血者の

相互扶助により輸血用血液を安定的に確保する必要がある。今後高齢化社会が進み輸

血用血液の不足が予測される中、２０代、３０代の献血者数は減少傾向にあるため、

輸血用血液の安定した確保には特に若い世代の献血への理解と協力が不可欠である。 
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２ 地域医療事業 

（１）休日当番病院運営事業（初期救急） 

ア 目的 

    入間市民の休日の昼間における初期救急医療を確保することを目的とする。 

イ 対象 

    初期救急医療を必要とする患者 

ウ 対応者 

委託先・・・（一社）入間地区医師会 

エ 内容  

入間市が休日当番病院を（一社）入間地区医師会に委託。 

７病院が輪番制で休日当番病院として、休日の昼間における初期救急医療を行う。 

内科と外科を組み合わせて行っている。診療時間 午前９時～午後５時 

 小林病院（内科）、西武入間病院（内科）、金子病院（内科）、入間ハート病院（内科） 

 豊岡第一病院（外科）、原田病院（外科）、豊岡整形外科病院（外科） 

オ 実績                        

区分 

年度 
実施日数（日） 患者数（人） 

Ｒ６ ７２ ４，７３７ 

Ｒ５ ７３ ４，６９４ 

対比 △１ ４３ 

カ 事業の経過 

平成２年度～平成１７年度 

休日の昼間における地域住民の初期救急医療を確保するため、入間市・狭山市・

鶴ヶ島市・坂戸市・毛呂山町・越生町の４市２町で行う在宅当番医制事業に加わ

り（社）入間地区医師会に委託（平成１８年３月３１日をもって終了） 

平成１８年度 

各市町が各々契約する方法へ変更となり、（社）入間市医師会（現「（一社）入

間地区医師会」）に在宅当番医制事業（現「休日当番病院運営事業」）を委託 

キ まとめ 

    休日の昼間における初期救急医療への市民ニーズは高く、今後も市内の医療機関で

速やかに治療を受けられるよう、継続していく必要がある。 

 

（２）所沢地区病院群輪番制病院運営事業 

ア 目的 

    入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内における休日及び夜間の第二次救急医療（入

院治療を必要とする救急患者）に対応する救急医療を確保することを目的とする。 

イ 根拠・関連法令 

    埼玉県地域保健医療計画、所沢地区病院群輪番制病院運営費補助金交付要綱 
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ウ 対象 

    入院治療を必要とする重症救急患者 

エ 対応者 

    事業者・・・所沢地区の医師会（（一社）入間地区医師会、（一社）所沢市医師会、（一社）狭山市医師会） 

オ 内容  

協定市 入間市・所沢市・狭山市（幹事市は所沢市） 

入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内の１２病院が輪番制で、休日及び夜間の第二

次救急医療を行う。 

    入間市：原田病院、豊岡第一病院 

    所沢市：国立病院機構西埼玉中央病院、所沢市市民医療センター、所沢中央病院、

圏央所沢病院、所沢第一病院、所沢美原総合病院、埼玉西協同病院 

    狭山市：入間川病院、埼玉石心会病院、至聖病院 

カ 実績                            単位：人 

  区分 

年度 
当番日数（日） 

患者数 

入院 外来 計 

Ｒ６ １，６３０ ３，４３６ ９，７４３ １３，１７９ 

Ｒ５ １，５６７ ２，６６９ ８，７４４ １１，４１３ 

対比 ６３ ７６７ ９９９ １，７６６ 

 

区分 

年度 
入間市 所沢市 狭山市 他市町村 合計 

Ｒ６ 
患者数（人） 2,352 6,302 2,159 2,366 13,179 

負担金（円） 8,248,311 14,943,675 7,852,494  31,044,480 

Ｒ５ 
患者数（人） 2,009 5,834 1,551 2,019 11,413 

負担金（円） 8,329,098 14,753,843 8,103,619  31,186,560 

対比 
患者数（人） 343 468 608  1,766 

負担金（円） △80,787 189,832 △251,125  △142,080 

 ※負担金は、前年度の患者数等を参考に算出している。 

キ 事業の経過 

    昭和５５年度から、休日及び夜間における第二次救急医療を確保するため、入間市、

所沢市、狭山市の３市が協定を結び、所沢地区（所沢市・狭山市・入間市）病院群輪

番制として所沢市が幹事市となり実施。 

診療時間 昼間：午前８時～午後６時 

夜間：午後６時～翌朝８時 

ク まとめ 

    市民が安心して暮らせるよう、休日及び夜間における第二次救急医療体制の継続を

県に働きかけていく。 
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（３）小児科救急医療病院群輪番制病院運営事業 

ア 目的 

    入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内における休日及び夜間の小児科第二次救急医

療を確保することを目的とする。 

イ 根拠・関連法令 

    埼玉県地域保健医療計画、埼玉県小児救急医療施設運営費補助金交付要綱 

ウ 対象 

    入院治療を必要とする小児の重症救急患者 

エ 対応者 

    協定先・・・入間川病院、国立病院機構西埼玉中央病院、狭山厚生病院  

オ 内容  

協定市 入間市・所沢市・狭山市 （幹事市は狭山市） 

入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内における休日及び夜間の小児科第二次救急医

療を輪番制で行う。 

カ 実績                           単位：人 

区分 

年度 
当番日数（日） 

患者数 

入 院 外 来 計 

Ｒ6 437 185 1,370 1,555 

Ｒ5 437 187 1,902 2,089 

対比 0 △2 △532 △534 

                                 単位：人     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※埼玉石心会病院は、令和５年度まで。 

患者数 
西埼玉 

中央病院 

入間川 

病院 

埼玉石心会

病院 

狭山厚生 

病院 
計 

 

Ｒ6 

 

入院 185 0 ― 0 185 

外来 924 325 ― 121 1,370 

計 1,109 325 ― 121 1,555 

 

Ｒ5 

 

入院 187 0 0 0 187 

外来 883 468 402 149 1,902 

計 1,070 468 402 149 2,089 

 

対比 

入院 △2 0 0 0 △2 

外来 41 △143 △402 △28 △532 

計 39 △143 △402 △28 △534 
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単位：円 

負担金 入間市 所沢市 狭山市 合計 

Ｒ6 2,372,752 3,252,852 2,775,502 8,401,106 

Ｒ5 2,377,848 3,253,009 2,770,249 8,401,106 

対比 △5,096 △157 5,253 0 

キ 事業の経過 

平成１２年 

７月１日から施行。８月２８日から西部第一（西）保健医療圏小児科救急医療

病院群輪番制病院運営開始。 

診療時間 昼間：午前８時～午後６時 

夜間：午後６時～翌朝８時 

※日曜日以外の曜日で、祝日及び年末年始（１２月２９日から翌年１月３日 

まで）の場合は、昼間も同じ病院が担当 

ク まとめ 

入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内において休日及び夜間の小児科第二次救急医

療を確保されている。 

 

（４）自動体外式除細動器（ＡＥＤ）整備事業 

ア 目的 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を市内公共施設及び市内コンビニエンスストアに広く

配置することで、緊急の心臓疾患に対応することを目的とする。 

イ 根拠・関連法令 

平成１６年７月１日に「非医療従事者による自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用に

ついて」（医政発第０７０１００１号 厚生労働省医政局長通知）が発出され、市民にＡ

ＥＤの使用が解禁。 

ウ 対象 

    市内公共施設、市内コンビニエンスストア 

エ 対応者 

    事務局：健康管理課   管理：各公共施設及び担当課等 

オ 内容  

ＡＥＤを市内公共施設及び市内コンビニエンスストアに配置し、広く心室細動発生時

に使用できるようにする。 
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カ 実績                           

         令和６年度設置台数 ※1（令和７年３月３１日現在） 

設 置 箇 所 台数 

小・中学校 ２６ 

学童保育室 １６ 

地区センター １３ 

保育所 １０ 

体育館、運動場 ７ 

消防団 ７ 

福祉作業所 ４ 

てぃーろーど ４ 

図書館、西武分館 ２ 

入間市役所 ３ 

博物館 １ 

健康福祉センター他１０施設 １５ 

コンビニエンスストア ４５ 

合 計 １５３ 

     ※１  健康管理課が予算措置をしている台数のみ表示。 

     ※２  コンビニエンスストア設置台数は、新規開店・閉店により増減する場

合がある。 

キ 事業の経過 

   平成２５年  ４月１日に埼玉西部消防組合が設立されたことに伴い、市内公共施

設に設置されているＡＥＤの管理が健康管理課に移管 

   平成２９年  １０月１日から２４時間３６５日ＡＥＤが利用できるよう、市内コ

ンビニエンスストアにＡＥＤの設置を開始 

ク まとめ 

    市内公共施設に設置しているＡＥＤは使用できる時間帯が各施設の業務時間内に限

られていたが、コンビニエンスストアに設置したことで市民が２４時間３６５日ＡＥ

Ｄを利用することが可能となり救命率の向上が期待できる。 

 

（５）がん患者のウィッグ及び胸部補整具購入費補助事業 

ア 目的 

がんの治療に伴う外見の悩みを抱えている者に対し、ウィッグ及び胸部補整具の購入

に要する経費を補助することにより、がん患者の社会生活の質の向上を図ることを目

的とする。 
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イ 根拠・関連法令 

入間市がん患者のウィッグ及び胸部補整具購入費補助金交付要綱 

厚生労働省は、「第４期がん対策推進基本計画」の分野別目標で「がんとの共生」を掲

げ、アピアランスケアの充実に向けた取組を進めている。 

がん治療による外見の変化により、がん患者の心理的・社会的に大きな苦痛となり社

会生活に支障が生じ、必要な支援が求められているが、ウィッグや胸部補整具は、直接

治療するものとは見なされておらず、保険対象外とされている。また、医療費控除も「治

療目的」であることが条件となるため、これらのアイテムは控除対象外となり、経済的

な負担が生じている。この経済的負担を軽減するため助成金交付による支援を行う自治

体が増えている。 

 ウ 対象 

がん治療を受け、脱毛、乳房の切除等により、ウィッグ等を必要とする者。 

 エ 対応者 

事務局：健康管理課 

 オ 内容  

ウィッグ等を購入に要した費用のうち区分毎１０，０００円を上限とし助成する。 

カ 実績                            

区分 

年度 
申請件数（件） 補助金額（円） 

Ｒ6 ４７ ４９９，３４７ 

キ 事業の経過 

令和６年度４月より事業開始 

 ク まとめ 

今後もがん患者のアピアランスケアの充実のため事業を継続する。 

 

３ 入間市夜間診療所運営事業 

（１）入間市夜間診療所 

 ア 目的 

    日曜日、月曜日、木曜日、土曜日の夜間（午後７時３０分から午後１０時３０分ま

で）における内科及び小児科の初期救急患者の診療を実施する。 

 イ 根拠・関連法令 

    入間市夜間診療所条例、入間市夜間診療所条例施行規則 

ウ 対象 

    内科及び小児科における初期救急医療を必要とする者 

 エ 対応者 

    委託先・・・（一社）入間地区医師会 
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 オ 内容 

    （一社）入間地区医師会との委託契約に基づき、１２月３１日から翌年の１月２日

までを除く日曜日、月曜日、木曜日、土曜日の午後７時３０分から午後１０時３０分

まで、内科及び小児科の初期救急患者の診療を実施している。 

カ 実績                                 単位：人 

区分 

年度 
延べ患者数 診療日数（日） １日あたりの平均患者数 

Ｒ６ 347 

日祝日 150 

204 

日祝日 67 

1.70 

日祝日 2.24 

月曜日 66 月曜日 42 月曜日 1.57 

木曜日 66 木曜日 47 木曜日 1.40 

土曜日 65 土曜日 48 土曜日 1.35 

Ｒ５ 227 

日祝日 91 

208 

日祝日 62 

1.09 

日祝日 1.47 

月曜日 34 月曜日 46 月曜日 0.74 

木曜日 53 木曜日 50 木曜日 1.06 

土曜日 49 土曜日 50 土曜日 0.98 

対 比 120 

日祝日 59 

 -4 

日祝日 5 

0.61 

日祝日 0.77 

月曜日 32 月曜日 -4 月曜日 0.83 

木曜日 13 木曜日 -3 木曜日 0.34 

土曜日 16 土曜日 -2 土曜日 0.37 

   ※年末年始（１２月２９日～１月３日は日祝日に含む） 

キ 事業の経過 

    休日の夜間における医療体制への不安が年々増加していたことから、初期救急医療

体制の充実を図るため、平成１５年度の健康福祉センターの開設にあわせ土日夜間診

療所を開設。 

    平成２１年４月から診療日を平日にも拡大し、狭山市と協同で１週間を通した夜間

の初期救急医療体制を確保。 

 ク まとめ 

    コロナ禍中は受診者が少なかったが、令和６年度より、発熱外来の受け入れを再開

したことにより患者数が増加した。夜間の初期救急医療体制を身近に整備することは、

市民の医療体制への不安解消につながる。 

平成２１年度からの夜間の救急医療体制 

 日 月 火 水 木 金 土 

入 間 市 夜 間 診 療 所 ○ ○   ○  ○ 

狭山市急患センター   ○ ○  ○  

     ※診療時間 午後７時３０分から午後１０時３０分まで 

      休診日  １２月３１日、１月１日、１月２日 
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４ その他 

（１）骨髄移植ドナー支援助成金 

ア 目的 

骨髄又は末梢血幹細胞(以下「骨髄等」という)の提供者となった者に対し、骨髄

移植ドナー支援助成金(以下「助成金」という)を交付することにより、骨髄等の提

供希望者の増加及び骨髄等の移植の推進を図ることを目的とする。 

イ 根拠・関連法令 

   移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律 

   入間市骨髄移植ドナー支援助成金交付要綱 

ウ 対象 

   以下の項目にすべて該当する者 

(1) 骨髄・末梢血幹細胞提供あっせん事業により、骨髄等の提供を完了した者 

(2) 骨髄等の提供時に市内に住所を有する者 

(3) 骨髄等の提供が完了した日から１年以内であること 

エ 内容 

骨髄移植に伴いドナーが負担する費用を軽減するため、骨髄等の提供のための通

院又は入院の日数の合計（７日を上限とする）に、２０，０００円を乗じて得た額

を助成する。 

オ 実積                          単位：人 

区分 

年度 

骨髄等提供者数 

（市内在住者のみ） 

助成金 

申請者数 
総助成額 

Ｒ６ ０ ０ ０円 

Ｒ５ ３ ３ ４２０，０００円 

対比 △３ △３ △４２０，０００円 

 カ 事業の経過 

平成２５年度に骨髄移植ドナー支援に寄付の申し出があり、これを原資に基金を 

設立。平成２６年４月から骨髄移植ドナー支援を開始。 

 キ まとめ 

ドナー登録の増加と骨髄等の移植を推進し、支援基金を基に助成金を交付してい

る。 


